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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 32 ha

平成 17 年度　～ 平成 20 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 １６年度 ２０年度

％ １６年度 ２０年度

％ １６年度 ２０年度

都道府県名 神奈川県 横浜市 鶴ヶ峰駅周辺地区

計画期間 交付期間 20

鶴ヶ峰駅周辺地区は横浜市の副都心として道路等の基盤整備や都市機能の更新を促進し、市民生活の中心として、ターミナル機能の強化を核とする新たな副都心づくりを目指している。よって、駅周辺の道路整備等駅前の交通環境を改善し、また、再
開発事業や土地の有効利用を促進し、駅利用者の利便性の向上を目的とした商業、都市型住宅等の諸機能の強化を目標とする。

【経緯】
　昭和５７年１２月　　鶴ヶ峰駅周辺再開発協議会の発足
　平成　２年　６月　　鶴ヶ峰駅南口地区市街地再開発準備組合の設立
　平成１２年　３月　　「二俣川・鶴ヶ峰副都心整備基本構想」
　平成１４年　２月　　鶴ヶ峰駅南口地区市街地再開発事業の都市計画決定
　平成１５年１０月　　「鶴ヶ峰駅北口周辺街づくり連絡協議会」の設立
　平成１６年　１月　　「鶴ヶ峰駅南口地区市街地再開発組合」設立
　平成１７年　４月　　権利変換認可
　平成１７年  ７月    工事着工

【現況】
 　地区を流れる帷子川の旧河川敷は、親水緑道や公園として再整備され、地域の人々の憩いの場所となっています。鶴ヶ峰駅は旭区役所の最寄り駅であるとともに、新しくオープンした動物園「ズーラシア」の最寄り駅であります。現在、駅南口地区では
市街地再開発事業を推進しており、北口地区では地元住民による街づくり推進団体が設立され、具体的な整備について検討しているところである。

①横浜市の副都心地区にふさわしい広域拠点性の強化
　・副都心圏域における副都心地区の中心性すなわち、通勤圏、商圏が小さいため、生活利便サービス機能の強化等
②地区内の連絡強化
　・鉄道による地区が分断されており、地区幹線道路網が十分整備されていないなど道路交通基盤が脆弱であり、通勤圏等が小さいため、広域アクセス交通の強化、バス機能の強化、駅前広場機能の強化。
③高齢者、障害者を含めて圏域住民が快適に暮らせる街づくりの推進
　・人口の高齢化が進んでいるため、生活諸サービスが身近に得られる都心居住機能の充実、バリアフリー環境の整備。

横浜市のに総合計画である「横浜市中期政策プラン」
　　・鶴ヶ峰駅周辺の再開発
横浜市都市計画マスタープラン（旭区プラン）
　　・歴史や文化の香りあふれる鶴ヶ峰駅周辺

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

57,000

駅南口周辺の駅へのアクセスにおけるバリアフリー化率 核施設を中心とした駅周辺地区の利用しやすい施設整備の実施 駅南口周辺の駅へのアクセスにおけるバリアフリー化率 0 100

駅利用乗降客数 地区の整備により集客率の増加を図る 市街地再開発事業による駅前商業施設の再構築及び公益施設の整備 54,093

60建築物の不燃化 建築物の不燃化率 市街地再開発事業による土地利用の高度化と土地利用の更新 27



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
駅南口周辺の道路整備等、駅前の交通環境を改善する。施設整備にあたっては、バリアフリーを基調において、誰もが安全で安心して利用できるものと
する。

道路
　市道鶴ヶ峰・天王町第7147号線の拡幅整備
　市道川島町第130号線の拡幅整備
地域創造支援事業
　あんしん歩行エリアの整備
事業活用調査
　鶴ヶ峰駅北口整備計画基本調査

駅利用者の利便性の向上を図るため、商業、都市型住宅及び公共自転車駐車場等の諸機能の強化を図る 市街地再開発事業
　鶴ヶ峰駅南口地区市街地再開発事業
地域生活基盤施設
　公共自転車駐車場の整備
街づくり活動推進事業
　街づくり推進団体補助事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 横浜市 直 延長約160ｍ 17 19 17 19 617 617 617 617

横浜市 直 延長約130ｍ 17 19 17 19 64 64 64 64

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 横浜市 直 面積約480㎡ 17 18 17 18 31 31 31 31

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業 鶴ヶ峰駅南口地区市街地再開発組合 間 面積約1.5ha 17 19 17 19 1,581 1,581 1,054 1,054

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,292 2,292 1,765 1,765 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
横浜市 直 3箇所 17 18 17 18 2 2 2 2

0

0

横浜市 直 18 18 18 18 1.5 1.5 1.5 1

0

横浜市 直 17 20 17 20 1 1 1 1

0

合計 4 4 4 4.0 …B
合計(A+B) 1,769

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
再開発組合 国土交通省 面積約1.5ha ○ 17 19 195

横浜市 国土交通省 面積約2.4ha ○ 17 19 640

再開発組合 国土交通省 面積約1.5ha ○（県） 17 19 12,886

合計 13,721

所管省庁名

鶴ヶ峰駅南口地区

事業箇所名

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

都市再生推進事業

市街地再開発事業

街づくり推進団体補助事業

全体事業費

あんしん歩行エリア整備

公共駐輪場

（参考）事業期間

市道川島町第130号線

事業
細項目

事業主体事業箇所名

地域創造
支援事業

事業期間（いずれかに○）

鶴ヶ峰駅南口地区

鶴ヶ峰駅南口地区

事業主体

鶴ヶ峰駅北口整備計画策定調査事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

先導型再開発緊急促進事業

規模

鶴ヶ峰駅南口地区

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

市道鶴ヶ峰・天王町第7147号線

うち民負担分

0

527

国費率 0.4

527

交付対象事業費 1,769 交付限度額 707





新

駅利用乗降客数の増加 （人／日　） 50,837 （平成16年度） → 57000 （平成20年度）

駅南口周辺のバリアフリー化率 （％　） 0 （平成16年度） → 100 （平成20年度）

建築物の不燃化 （　　％　　） 27 （平成16年度） → 60 （　平成20年度）

鶴ヶ峰駅周辺地区（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標

本地区は、横浜市の副都心として駅周辺の道路整備等駅前の交通環境改善や

再開発事業による土地の有効利用及び駅利用車に対する利便性向上を目的とす

る商業・都市型住宅等の諸機能強化を目標とします。

代表的な

指標
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